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第 1篇に於 いて,私 はまず臓器急速冷凍法を
用いて,病理形態学的 に肺水腫招来前後 に於 け
る肺 血管の変化を観察 ,検討 した｡
そ して,肺小静脈 の拡大,すなわち,肺毛細
血管床な らびに後毛細管領域 に起 こる血管の拡
大,異常の血液充満をみとめた｡ この所見か ら,
両側暫部迷走神経切断によ って,呼吸の変動お
よび神経性 血管緊張の変調 などに伴な う力学的
因子 が,肺循環 に与 える影響,特 に肺末梢小 血
管 に及ぼす影響 が大 きい ものと考 えた ｡
そ こで,私は前回の病理形態学的研究 につづ
いて,犬を用いて両側頚部迷走神経切断後 の心
肺動態,胸膜 内圧,呼 吸曲線な どを詳細 に分析,
検討 した｡
第 1章 実験材料 な らびに実験方法











































































断直後か ら胸腔内圧圧勾配の増大が 著明 にな
り,特に吸気相に強い除圧を形成している｡こ


























胸 腔 内 圧 圧 勾 配 cm H20
胸部 ドレ-ン挿入(対群摺)又は神経切断後
-4 了 5 十 5 1-6
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表 3 対 照 群 並 び 切 断 群 に 於 け る 一 回 換 気 量 の 変 化
回 換 気 量 C.C.
胸部 ドレーン挿入(対照群)又は両 側頚部迷 走神経切断(切断群)
別 表
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表 4 対 照 群 に 於 け る 肺 模 状 圧 の 変 化
- 53-
肺 模 状 圧 (呼気相) mm Hg.meanpress.
実 野-~
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神 経 切 断
直 後≒30′ 1 10 I1030′ t 20
*肺水腫症状発生例
る｡この胸腔内陰圧の増大と1回換気量の増大
との間には 明らかな正の 相関が見 られた｡ ま
た,吸気相に於ける強い胸腔内除圧の発生は,
肺模状圧を著じるしく低下させ,気道抵抗の増
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